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（
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
軽
減
）

第
十
八
条

法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
申
請
人
が
第
十
六
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る

者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
特
許
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

申
請
に
係
る
発
明
の
特
許
出
願
の
表
示

三

出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

２

特
許
庁
長
官
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令

第
二
十
号
）
第
一
条
第
二
項
の
表
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
金
額
の
三
分

の
二
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
金
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

（
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
の
軽
減
）

第
十
九
条

法
第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
出
願
（
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
国
際
出
願
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に

係
る
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
申
請
人
が
第
十
六
条

第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
特
許
庁
長
官
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

申
請
に
係
る
発
明
の
国
際
出
願
の
表
示

三

国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

２

特
許
庁
長
官
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
手
数

料
の
金
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
の
金
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
は
、
切
り
捨
て
る
。

（
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
の
組
織
）

第
二
十
四
条

法
第
百
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
七
条

に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う
。）の
委
員
は
、
五
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

協
議
会
に
会
長
一
人
を
置
き
、
委
員
の
う
ち
か
ら
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

３

会
長
は
、
協
議
会
の
会
務
を
総
理
す
る
。

４

協
議
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
委
員
の
う
ち
か
ら
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
会
長
の
職
務
を
代
理
す
る

者
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

認
定
支
援
機
関
（
法
第
百
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
支
援
機
関
を
い
う
。
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七

条
に
お
い
て
同
じ
。）に
、
協
議
会
の
事
務
局
を
置
く
。

（
委
員
の
任
期
）

第
二
十
五
条

委
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
の
解
任
）

第
二
十
六
条

認
定
支
援
機
関
の
長
は
、
委
員
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
又
は
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
と
き
は
、
そ
の
委
員
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

認
定
支
援
機
関
の
長
は
、
委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
委
員
に

職
務
上
の
義
務
違
反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
定
足
数
及
び
議
決
の
方
法
）

第
二
十
七
条

協
議
会
は
、
委
員
及
び
認
定
支
援
機
関
の
長
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

協
議
会
の
決
議
は
、
出
席
し
た
委
員
及
び
認
定
支
援
機
関
の
長
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
。可
否
同
数
の
と
き
は
、

会
長
が
決
す
る
。

（
株
式
会
社
産
業
革
新
機
構
に
よ
る
支
援
決
定
）

第
二
十
条

法
第
九
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
出
資
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

と
す
る
。

一

自
ら
の
経
営
資
源
以
外
の
経
営
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
事
業
の
開
拓
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
事
業
活
動
を

行
う
事
業
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

そ
の
額
（
株
式
会
社
産
業
革
新
機
構
が
当
該
特
定
事
業
活
動
支
援
（
法
第
九
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

事
業
活
動
支
援
を
い
う
。）の
対
象
と
な
る
事
業
者
に
対
し
、当
該
特
定
事
業
活
動
支
援
に
係
る
特
定
事
業
活
動（
法

第
二
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
活
動
を
い
う
。）に
関
し
て
既
に
出
資
（
法
第
九
十
九
条
第
二
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
い
で
決
定
し
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。）を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
既
に
行
っ
た
出
資
の
額
と
そ
の
行
お
う
と
す
る
出
資
の
額
と
の

合
計
額
）
が
十
億
円
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
額
と
株
式
会
社
産
業
革
新
機
構
が
既
に
行
っ
た
出
資
（
そ
の
出
資
に
係
る
株
式
に
つ
い
て
法
第
九
十
七
条

第
一
項
第
十
二
号
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行
っ
た
も
の
を
除
く
。）の
額
と
の
合
計
額
が
、
九
百
億
円
を
超
え
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
創
業
関
連
保
証
に
係
る
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
）

第
二
十
一
条

法
第
百
十
五
条
第
四
項
の
政
令
で
指
定
す
る
無
担
保
保
険
の
保
険
関
係
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第

三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
（
同
法
以
外
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
及
び
同
法
第
十
二
条
に
規
定
す

る
経
営
安
定
関
連
保
証
を
除
く
。）に
係
る
保
険
関
係
、
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
創
業
等
関
連
保
証
に
係
る
保
険
関
係
及
び
法
第
百
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
創
業
関
連
保
証
に
係
る
保
険
関
係
と
し
、
同
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
限
度
額
は
、
八
千
万

円
と
す
る
。

第
二
十
二
条

法
第
百
十
五
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
率
は
、
保
証
を
し
た
借
入
れ
の
期
間
一
年
に
つ
き
、
〇
・
二

九
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
等
特
殊
保
証
及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
の
場
合
は
、
〇
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
す

る
。

（
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
に
係
る
特
定
許
認
可
等
）

第
二
十
三
条

法
第
百
二
十
一
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
許
認
可
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
許
認
可
等
」

と
い
う
。）は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
許
可

二

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
許
可

三

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
又
は
第
五
条
の
許
可

四

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
許
可

五

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
条
又
は
第
三
十
七
条
の
二
の
許
可

六

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
条
の
許
可

七

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
の
許
可

２

特
定
許
認
可
等
に
係
る
行
政
庁
は
、
当
該
特
定
許
認
可
等
を
す
る
根
拠
と
な
る
規
定
の
趣
旨
を
考
慮
し
て
、
法
第

百
二
十
一
条
第
五
項
の
同
意
の
た
め
に
必
要
な
書
類
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
行
う
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
政
庁
が
書
類
を
定
め
た
特
定
許
認

可
等
に
基
づ
く
地
位
を
当
該
申
請
に
係
る
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
に
記
載
す
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
書
に

は
、
当
該
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

主
務
大
臣
は
、
法
第
百
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
許
認
可
等
を
し
た
行
政
庁
に
協
議
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
さ
れ
た
書
類
を
当
該
行
政
庁
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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